青明舎　フェイスシート

平成19年　4月16日　担当：原　佳伸

	入　所　者
	氏　名　中居　美津子　様　　　　　男・女　　　　昭和23年10月18日生（58歳）

	
	住　所　〒八戸市柏崎4丁目1－16　田名部アパート　　電話　45－7528

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　肝機能障害

	
	発症時期
	昭和49年（26歳時）
	罹 患 期 間
	21年

	
	入院回数
	　3回
	延べ入院年数
	　約14年

	医療機関
	　青南病院（主治医　安ヶ平Ｄｒ）
	外来受診日
	木曜日（周1回）

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無(2級)

	経済状況
	年金
	障害厚生年金2級（6.5万円）

	
	その他
	うみねこ幸房（約3000円）

	障害程度区分
	　未審査

	日中活動の場
	うみねこ幸房

	住まいの場
	　アパート

	利用年月日
	Ｈ15年10月28日
	身長
	150cm
	体重
	49kg

	最終学歴
	八戸北高校卒業
	免許・資格
	特になし

	職　歴
	芝浦電気（12年）、三春屋（8年）
	

	保　護　者
	氏　　名　水木　房子　様　　　　　　　続柄　次姉　（同居　・否）

	利用目的

社会に出て周囲にひけを取らない様な仕事をしたい。

	入院・治療歴

	①昭和49年3月～昭和49年4月　　松沢病院　入院　　④平成1年11月～平成9年11月　　　青年病院　外来
②昭和49年4月～昭和52年9月　　松沢病院　外来　　⑤平成9年11月～平成12年10月　　青南病院　入院
③　昭和53年8月～平成1年11月　　青南病院　入院　　⑥平成12年10月～　　　　　　　青南病院　外来

	生活歴

三戸町にて同胞５名の第４子として出生。南部町の向小学校、向中学校、八戸北高校を卒業。性格は内向的で限られた友人のみとの付き合いであった。高校卒業後は上京し、昭和４１年４月芝浦電気に入社。その後、府中工場に移転となり、その頃から幻聴が聞こえるようになり、姉と共に病院を受診し、昭和49年3月都立松沢病院入院となる。昭和49年4月退院し、松沢病院で外来受診を続けるが、昭和53年南部町に帰郷。同年服薬中断により、昭和53年8月青南病院入院。平成1年11月退院後は単身生活を送り、2，3のアルバイトを行っていた。平成8年の暮れ頃より夜中でも構わず兄弟に電話する事が多くなったり、平成9年1月に母親が入院した時には必要ないのに付き添い一晩中話し掛けたり、医師の診断に文句を言ったりとの行動が見られた。平成9年に入ってからはゴミを溜めるようになっていたり、足の踏み場もないほど散らかすようになっていた。平成9年10月には、職場内の人間関係のトラブルが続き退職勧告を受けている。すでに亡くなっている人を「見かけた」、知人の顔が「入れ替わった」等話がかみ合わなくなるようになり、薬の怠薬もあり、平成9年11月青南病院に2回目の入院となる。平成12年10月退院後は青山荘入所し、平成13年2月からうみねこ幸房に通所。青山荘退所後はアパートで単身生活をし、平成15年1月からナイトケアに通所している。

	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

年金の管理は次姉が行っており、毎月、月初めに1ヶ月の生活費を本人に渡している。アパートへ来たり、一緒に買い物に出かけたりと交流がみられる。その他兄弟とは定期的に電話で連絡を取り合っているが直接会う事は殆どない。


平成　19年　4月16日　（月）

	氏　名
	中居　美津子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和23年10月18日（58歳）


	これまでの経過（前回評価日　H19年2月19日）

	・うみねこ幸房は、欠席する事は殆どなく通っている。午前中はセルリアンで接客をし、午後は作品作りでポーチ作りをしている。

・ナイトケアは欠席する事なく通所出来ている。以前、下妻様に対して、頻回な電話やアパートの訪問を行っていたが最近は行っていないとの事。適度な交流を持つこと出来ている。

・青明舎では月1回訪問を行っている。服薬は忘薬することなく服用され、生活リズムは乱れることは無いと話している。部屋はアパートを引っ越すため、荷物を段ボールに積めている。現在住んでいるアパートは新築のため今月中に退室しなければならない。引越し先については未だに決まっていなが山田荘、ことぶき荘Bの２つに絞ったとの事。保証人については未だに決まっていない状態である。青明舎側から保護者である弟様に連絡するがつながらない状態である。姉に関しても保護者になりたくないと話している。



	長期目標（中期・短期）

	健康を維持しながら、アパート生活を送っていく


	問題点
	介入方法
	支援期間

	①住居の問題


	・荷物の整理（燃えるゴミ、燃えないゴミの選別）ゴミや不要物の処理について本人と話し合う。

・所持金の確認。

・保証人の検討・依頼。


	　　ヶ月

	②環境の変化


	・引っ越す事で環境が変わり不安事・本人のストレスも考えられるので相談相手となる。

・定期的なアパートの訪問。


	　　ヶ月


プラン計画者　氏名：原　佳伸

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室
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東京在住








